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★
区
長
提
出
議
案

◇
平
成
26
年
度
練
馬
区
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
◇
平
成
26
年
度
練
馬
区
事
故
繰
越

し
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
◇
区
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認

に
つ
い
て
（
練
馬
区
特
別
区
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

◇
区
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認

に
つ
い
て
（
練
馬
区
第
六
出
張

　

所
（
旭
町
保
育
園
そ
の
他
併
設
）

　

耐
震
補
強
お
よ
び
大
規
模
改
修

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
）

◇
区
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認

に
つ
い
て
（
練
馬
区
第
七
出
張

所
（
田
柄
第
二
保
育
園
そ
の
他

併
設
）
耐
震
補
強
お
よ
び
大
規

模
改
修
工
事
請
負
契
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
）

◆
練
馬
区
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

平
成
27
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
改
正
後
の
「
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
」
の
規
定
に
基
づ
き
任
命

す
る
新
教
育
長
の
給
料
の
額
を

月
額
85
万
４
千
円
と
す
る
。

賛
成
＝
自
民
党　

公
明
党　

　
　
　

民
主
無
所
属　

維
新

　
　
　

無
所
属

反
対
＝
共
産
党　

生
活
ネ
ッ
ト

　
　
　

市
民
の
声　

オ
ン
ブ
ズ

　
　
　

市
民
ふ
く
し

◆
練
馬
区
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
基
づ
き
、
区
が
保
有
す
る
特

定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱

い
の
確
保
と
特
定
個
人
情
報
の

開
示
等
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
な
ど
の
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

賛
成
＝
自
民
党　

公
明
党

　
　
　

民
主
無
所
属　

　
　
　

市
民
の
声　

維
新

　
　
　

無
所
属

反
対
＝
共
産
党　

生
活
ネ
ッ
ト

　
　
　

オ
ン
ブ
ズ

　
　
　

市
民
ふ
く
し

◇
練
馬
区
事
務
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定

す
る
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る

事
務
手
数
料
を
定
め
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
う
。

◇
練
馬
区
特
別
区
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
大
泉
学
園
ホ
ー
ル
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
プ
ー
ル
の
規
制
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
◇
練
馬
区
食
品
製
造
業
等
取
締
条

例
の
事
務
に
係
る
手
数
料
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◇
練
馬
区
立
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

オ
リ
ー
ブ
緑
地
、
桜
台
こ
か
げ

緑
地
お
よ
び
東
大
泉
五
丁
目
緑

地
を
新
設
す
る
。

◇
練
馬
区
立
児
童
遊
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

田
柄
一
丁
目
児
童
遊
園
お
よ
び

こ
ぐ
れ
児
童
遊
園
を
新
設
す
る
。

◇
練
馬
区
立
小
学
校
お
よ
び
中
学

校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
な

ら
び
に
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災

害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
図
書
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

平
和
台
図
書
館
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
う
。

◆
練
馬
区
立
児
童
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

平
和
台
児
童
館
お
よ
び
東
大
泉

児
童
館
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
児
童
館
の
開
館
日
お
よ
び
開

館
時
間
を
拡
大
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
。

賛
成
＝
自
民
党　

公
明
党

　
　
　

民
主
無
所
属　

維
新

　
　
　

無
所
属　

反
対
＝
共
産
党　

生
活
ネ
ッ
ト

　
　
　

市
民
の
声　

オ
ン
ブ
ズ

　
　
　

市
民
ふ
く
し

◇
練
馬
区
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
大
泉
児
童
館
学
童
ク
ラ
ブ
、

東
大
泉
児
童
館
第
二
学
童
ク
ラ

ブ
お
よ
び
平
和
台
児
童
館
学
童

ク
ラ
ブ
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
学
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
お
よ
び

指
導
時
間
を
延
長
す
る
ほ
か
、

「
ね
り
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
と
し
て

規
定
す
る
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
４

か
所
の
学
童
ク
ラ
ブ
を
こ
の
条

例
か
ら
削
る
な
ど
の
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
。

◆
練
馬
区
ね
り
っ
こ
ク
ラ
ブ
条
例

練
馬
型
放
課
後
児
童
対
策
事
業

「
ね
り
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
を
平
成

28
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

伴
い
、
事
業
の
実
施
場
所
、
利

用
の
手
続
等
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
。

賛
成
＝
自
民
党　

公
明
党　

　
　
　

民
主
無
所
属

　
　
　

生
活
ネ
ッ
ト　

維
新　

　
　
　

無
所
属　

市
民
ふ
く
し

反
対
＝
共
産
党　

市
民
の
声　

　
　
　

オ
ン
ブ
ズ

◇
練
馬
区
立
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

光
が
丘
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
に
分
室
を
設
置
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
。

◇
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
４
件
）

◇
練
馬
区
立
大
泉
さ
く
ら
運
動
公

園
多
目
的
運
動
場
人
工
芝
化
工

事
請
負
契
約

◇
練
馬
区
立
平
和
台
図
書
館
耐
震

補
強
お
よ
び
大
規
模
改
修
工
事

請
負
契
約

◇
練
馬
区
立
豊
玉
第
二
中
学
校
校

舎
等
改
築
工
事
請
負
契
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

◆
練
馬
区
監
査
委
員
選
任
の
同
意

に
つ
い
て

笠
原
こ
う
ぞ
う
議
員
を
監
査
委

員
に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
を

求
め
る
。

賛
成
＝
自
民
党　

公
明
党　

　
　
　

民
主
無
所
属　

維
新

　
　
　

無
所
属　

反
対
＝
共
産
党　

生
活
ネ
ッ
ト

　
　
　

市
民
の
声　

オ
ン
ブ
ズ

　
　
　

市
民
ふ
く
し

◆
練
馬
区
監
査
委
員
選
任
の
同
意

に
つ
い
て

斉
藤
静
夫
議
員
を
監
査
委
員
に

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め

る
。

賛
成
＝
自
民
党　

公
明
党　

　
　
　

民
主
無
所
属　

維
新　

　
　
　

無
所
属　

反
対
＝
共
産
党　

生
活
ネ
ッ
ト

　
　
　

市
民
の
声　

オ
ン
ブ
ズ

　
　
　

市
民
ふ
く
し

◆
練
馬
区
副
区
長
選
任
の
同
意
に

つ
い
て

黒
田
叔
孝
氏
を
副
区
長
に
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
。

賛
成
＝
自
民
党　

公
明
党　

　
　
　

民
主
無
所
属　

維
新　

　
　
　

無
所
属　

反
対
＝
共
産
党　

生
活
ネ
ッ
ト

　
　
　

市
民
の
声　

オ
ン
ブ
ズ

　
　
　

市
民
ふ
く
し

◆
練
馬
区
教
育
委
員
会
教
育
長
任

命
の
同
意
に
つ
い
て

河
口
浩
氏
を
教
育
長
に
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
。

賛
成
＝
自
民
党　

公
明
党　

　
　
　

民
主
無
所
属　

維
新　

　
　
　

無
所
属　

反
対
＝
共
産
党　

生
活
ネ
ッ
ト

　
　
　

市
民
の
声　

オ
ン
ブ
ズ

　
　
　

市
民
ふ
く
し

★
議
員
提
出
議
案

◇
総
合
・
災
害
対
策
等
特
別
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て

◇
医
療
・
高
齢
者
等
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

◇
清
掃
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
特
別
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て

◇
交
通
対
策
等
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

◇
練
馬
区
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◇
外
国
人
の
人
権
が
十
分
尊
重
さ

れ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

（
下
に
全
文
を
掲
載
）

◇
障
害
者
の
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
国
庫
補
助
金
の
削
減
等
に

関
す
る
意
見
書
（
下
に
全
文
を

掲
載
）

◇
区
外
施
設
へ
の
議
員
派
遣
に
つ

い
て

★
委
員
会
提
出
議
案

◇
地
域
医
療
構
想
の
策
定
に
関
す

る
意
見
書
（
６
面
に
全
文
を
掲

載
）否

決
し
た
も
の

否
決
し
た
も
の

★
議
員
提
出
議
案

◆
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
の
今

国
会
で
の
成
立
を
断
念
す
る
よ

う
求
め
る
意
見
書

賛
成
＝
共
産
党　

生
活
ネ
ッ
ト

　
　
　

市
民
の
声　

オ
ン
ブ
ズ

　
　
　

市
民
ふ
く
し

反
対
＝
自
民
党　

公
明
党　

　
　
　

民
主
無
所
属　

維
新　

　
　
　

無
所
属

議決した
議　案
議決した
議　案
議決した
議　案
議決した
議　案

本会議で賛否の分かれた議案につ
いては◆印で表示し、賛成、反対そ
れぞれの会派名を記載しています。

可
決
し
た
も
の

可
決
し
た
も
の

会派の略称　 自民党：練馬区議会自由民主党　公明党：練馬区議会公明党　共産党：日本共産党練馬区議団　民主無所属：練馬区議会民主党・無所属クラブ　生活ネット：生活者ネットワーク
市民の声：市民の声ねりま　維新：維新の党練馬区議会　無所属：練馬区議会無所属　オンブズ：オンブズマン練馬　市民ふくし：市民ふくしフォーラム　

◇
陳
情
第
４
号　

平
和
台
児
童
館

お
よ
び
平
和
台
児
童
館
学
童
ク

ラ
ブ
民
間
委
託
計
画
見
直
し
に

つ
い
て

陳
情
の
要
旨
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

結
果
の
で
た

結
果
の
で
た

陳

　
　情

陳

　
　情

陳

　
　情

不不

採採

択択

●外国人の人権が十分尊重されることを求める意見書
　東京には、現在、約40万人の外国人が暮らしており、都民のおよそ30人に
１人に及んでいる。また、東京を訪れる外国人は、平成26年には880万人を
超え、過去最多となっている。
　今後、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を控え、
東京を訪れる外国人の数はますます増加することが予想される。
　これらさまざまな国から東京に集まる外国人は、多様な文化や価値観、ラ
イフスタイルを持ち、これらが東京の伝統文化と相まって、自由で豊かな国
際都市東京の活力を生み出しているともいえる。
　一方、都内をはじめ全国の都市において、特定の国籍の外国人を排斥する
趣旨の言動、いわゆるヘイトスピーチが行われるなど、外国人の人権が侵害
されている事態が見受けられる。
　このことは、人権が尊重され、一人ひとりが豊かで安心して生活できる成
熟した社会を実現するためにはあってはならないことである。また、オリン
ピック憲章では、「人種、宗教、政治、性別、その他の理由に基づく国や個
人に対する差別」を禁じており、この理念を開催都市東京においても実現し
なければならない。
　よって、本区議会は、国会および政府に対し、外国人の人権が十分尊重さ
れるよう、ヘイトスピーチ対策を含めた幅広い啓発活動を行うなど、実効性
のある対策を講ずるよう強く要請する。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　平成27年６月29日
 練馬区議会議長　かしわざき　強

▷あて先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣

● 障害者の訪問系サービスに係る国庫補助金の削減等に
関する意見書

　政府は、障害者が地域で自立して生活することを保障する訪問系サービス
に対する区市町村への国庫補助金である「重度訪問介護等の利用促進に係る
市町村支援事業」の予算を半減するとともに、その補助要件に関しては、特
別区をすべて対象外とし、市町村についても人口および財政力に応じて廃止、
削減する方針である。
　本来、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律で定
める障害福祉サービスについては、人口や財政力にかかわらず、法定負担率
どおりその２分の１を国が負担すべきものである。
　今回の方針は、区市町村への一方的な負担転嫁であり、区市町村の財政運
営に大きな影響を及ぼすこととなり、断じて容認できない。
　よって、本区議会は、国会および政府に対し、訪問系サービスについては、
重度障害者の地域での自立生活を保障するために、区市町村の支給決定を尊
重し、区市町村が支弁した費用額の２分の１を国が負担するよう強く要請す
る。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　平成27年６月29日
 練馬区議会議長　かしわざき　強

▷あて先： 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣

 （６面につづく）

意　見　書 第二回定例会では、３件の意見書を可決し、６月29日に関係機関へ提出しました。

定
例
会
の
開
催
予
定

　
次
回
の
定
例
会
は
、
９
月
４
日

　
（
金
）か
ら
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

傍
聴
受
付

＊
本
会
議

　

西
庁
舎
９
階
の
傍
聴
席
入
口

＊
委
員
会

　

西
庁
舎
５
階
の
議
会
事
務
局

※ 
本
会
議
、
各
委
員
会
の
開
催

日
時
等
の
詳
細
は
、
電
話
等

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
で
、
手
話

通
訳
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。


